























授業科目を担当する山岸、川畑、迫田の 3 名による共同執筆である。 
 
２．「幼児音楽系プログラム」の発足の経緯と趣旨 
 本学幼児教育学科において、平成 22 年度後半より本学科の将来構想について、より魅
力ある内容にするための検討が開始された。以後、毎月の学科協議会で詳細にわたる検討
がなされた。その結果として「幼児音楽系プログラム」の名称で「国際教育系プログラム」




























おいて希望者を募集する形式をとっている。選択学生の人数は、平成 25 年度入学生では 
17 名、同 26 年度入学生では 22 名、同 27 年度では 35 名、同 28 年度入学生では 31 名で 
あった。また、それぞれの年度における幼児教育学科入学者全員に対する割合は、平成 25
年度入学生では 9％、同 26 年度入学生では 12％、同 27 年度では 18％、同 28 年度入学生










楽Ⅰ」、「声楽Ⅰ」、「音楽理論」、「音楽理論Ⅱ（伴奏付特講）」の 4 科目を加えた合計 7 科
目を「幼児音楽系プログラム」選択者の必修科目としている。 
 ただし、「幼児音楽系プログラム」選択者も 2 年間の教育課程で幼稚園教論 2 種免許状
と保育士資格の取得が可能である。 
 
表 1：大阪キリスト教短期大学幼児教育学科 音楽関係授業科目（平成 28 年度）（注 3） 
 
 
科  ⽬ 単位 開 講 時 期 幼児⾳楽系 











声 楽 Ⅰ 2 ● ●   ● 
器 楽 Ⅰ 2 ● ●   ● 
声 楽 Ⅱ 2   ● ●  
器 楽 Ⅱ 2   ● ●  
⾳ 楽 理 論 2  ●   ● 
⾳ 楽 理 論 Ⅱ 
（伴奏付特講） 
2   ● 
 
 ● 
⼦どもと⾳楽表現 2 ●1 年前期または、
後期 






幼 児 ⾳ 楽 Ⅰ 2  ●   ● 
幼 児 ⾳ 楽 Ⅱ 2   ● ● ● 
公 開 演 奏 2    ● ● 
 
 幼児音楽系プログラム科目の授業は 1 年次後期から開始される。それまでの間は、山岸・
川畑の教員 2 名がゼミ活動の一環として音楽に関する取り組みを行っている。 
 「幼児音楽系プログラム」選択者のみが受講できる 3 科目の「授業のねらいと概要」は、
以下のとおりである。これらは、3 科目に共通する。 
 
表 2：「幼児音楽Ⅰ」、「幼児音楽Ⅱ」、「公開演奏」3 科目共通にする「授業のねらいと概要」 








 一方、上記 3 科目の「内容」と「授業終了時の達成（到達）目標」は、それぞれ以下の
とおりである。 
表 3：「幼児音楽Ⅰ」の「内容」と「授業終了時の達成（到達）目標」（注 5） 






















































































































  した。この点は、全員で見る事が大切である。見ているメンバーは、はじめは教員の 
  助言を聞くだけだが、次第に教員の注意する点が予測できるようになり、演技者に対 
































・受講人数が奇数だったため、ピアノ連弾を 2 曲担当する学生があった。3 人で組むか、 







・発表会は、「幼児音楽系プログラム」選択者の 1 年生も加わって一緒にステージを作り 











・第 1 回発表会を実施するのは、何もないところから作り上げるという点で大変だった。 
・2 年生がプランを作って 1 年生が協力するかたち。1 年生も従うだけではなく、主体性 




















●発表会に向けた準備（１）おもに授業内 指導担当教員 学 ⽣ ⼭岸 川畑 迫⽥
・全体統括・コンセプトの確認 ◎ ◯ ◯ 全 員 
・楽曲の選定 ◎   全 員 
・楽譜の作成・編曲・印刷 ◎    
・各楽曲の練習 ◎ ◯ ◯ 全 員 
・ステージの流れの確認・台本の作製 ◎ ◯ ◯ 企画係 + 全員 
・配役の決定 ◎ ◯ ◯ 全 員 
・演技の練習（せりふ・動き） ◯ ◯ ◎ 企画係 + 全員 
・衣装の製作 ◯ ◎ ◎ 企画係 + 全員 
・舞台用品の製作（小道具・飾り付け等） ◯ ◎ ◎ 企画係 + 全員 
・配布用手作り楽器製作 ◎ ◯ ◯ 企画係 + 全員 
・ポスターの製作 ◎   担当者 
●発表会に向けた準備（２）おもに授業外 指導担当教員 学 ⽣ ⼭岸 川畑 迫⽥
・計画書・稟議書の作成（予算案他） ◎ ◯ ◯  
・物品購入 ◎ ◯  企画係 + 全員 
・観客の勧誘・対外的交渉（渉外） ◎ ◯ ◯ 企画係 + 全員 
  大阪市・阿倍野区関係 ◯ ◎   
  地元小学校への訪問 ◎    
  在学生・卒業生への連絡 ◎ ◯ ◯ （全 員） 
  高校生への紹介 ◎ ◯ ◯ （全 員） 
・音プロ１年生との連絡・連携 ◎ ◎  全 員 
 
８．発表会についてのまとめ 








・舞台の照明が暗かった。→これは、第 1 回発表会においての反省点で、平成 27 年度の 
 第 2 回発表会においては照明方法を見直し、改善を図った。 









































1．本学『要覧』（平成 28 年度）41 頁 
2．本学『学生募集要項』（平成 26 年度版、平成 27 年度版、平成 28 年度版）による。 
3．本学『要覧』（平成 28 年度）47 頁 
4．本学『学科目概要』（平成 28 年度）45 頁、89 頁、90 頁 
5．上掲書 45 頁、89 頁、90 頁 
6．松本晴子「『保育所保育指針』と『幼稚園教育要領』にみる表現（音楽）の考察」 
 宮城学院大学発達科学研究（宮城学院大学附属発達科学研究所）、No.10 2010 年 10 頁 




 資料 1：「幼児音楽系プログラム」発表会のフライヤー 
第 1 回 平成 26 年 12 月 6 日/大阪キリスト教短期大学講堂 第 2 回 平成 27 年 12 月 19 日/大阪キリスト教短期大学講堂 
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